
第5章　一次救命処置 (AEDの使用手順）
1.AEDの到着と準備

AED は、音声メッセージとランプで実施するべきこと

を指示してくれますので、それに従ってください。

AED を使用する場合も、AED による心電図解析や電

気ショックなど、やむをえない場合を除いて、心肺蘇生

をできるだけ絶え間なく続けることがポイントです。

まず、誰かに AED を持ってくるように依頼するか、誰も

いないときは、すぐ近くに AED があることがわかってい

る場合には、自分で取りに行きます。

心肺蘇生を行っている途中で AED が届いたら、すぐに

AED を使う準備に移ります。

AED は、傷病者の頭の近くに置くと操作しやすくなります。

可能であれば、AED の準備中も、心肺蘇生は続けてくだ

さい。

AED をケースから出し、電源ボタンを押します。

種類によっては、ふたを開けると自動的に電源が入るタ

イプもあります。

電源を入れたら、その後は音声メッセージと点滅するラ

ンプに従って操作します。

まず、傷病者の衣服を取り除き、胸をはだけます。
ボタンやホックが外れない場合などは、衣服を切る必要があります。
電極パッドを袋から取り出したら、電極パッドをシールからは
がし、粘着面を傷病者の胸との間に空気が入らないようにしっ
かりと貼り付けます。
胸の右上（鎖骨の下）と胸の左下（脇の下の５～８㎝下）の
位置に貼付けます。
貼付ける位置は、電極パットや袋にイラストで表示されていま
すので、それに従ってください。
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また、成人用と小児用の２種類の電極パッドが入っている
場合や、成人用モードと小児モードの切り換えがある機種
がありますので、小学校に入る前までの未就学児には、小
児用パッド、若しくは小児モードを使用してください。た
だし、成人用の電極パッドしかない場合や切り換えモード
がない場合には、小児にも、成人パット、成人用モードを
使用してください。
電極パットを貼る際には、次のような注意点があります。
①傷病者の胸が濡れている場合には、布やタオルなどで水
分を拭いてから、電極パッドを貼付けてください。

②貼り薬や湿布薬が胸に貼られている場合には、これを

剥がしてから薬剤を拭き取り、電極バッドを取りつけま

す。
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③ペースメーカーなどの医療器具が胸に埋め込まれてい

る場合には、胸に硬いこぶのような出っ張りがあります

ので、この出っ張りをさけて電極パットを貼り付けてく

ださい。
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第5章　一次救命処置 (AEDの使用手順）
2. 心電図の解析

次は、AED が自動的に心電図の解析を行います。

電極パッドが肌にしっかり貼られると、AED から『体

に触れないでください』と音声メッセージが流れ、心電

図の解析がスタートします。

このとき、周りの人には、「みなさん離れて下さい！」

と呼びかけ、誰も傷病者に触れていないことを確認しま

す。

誰かが傷病者の体に触れていると、心電図の解析がうま

く行われない可能性があります。

一部の機器には、心電図の解析を始めるために、音声メッ

セージに従って解析ボタンを押すことが必要なものもあ

ります。
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第5章　一次救命処置 (AEDの使用手順）
3. ショックボタンを押す

AED の心電図の解析後、電気ショックを加える必要が

あると判断すると、『ショックが必要です』などの音声

メッセージが流れます。

電気ショックが必要な場合、自動的に充電が始まります。

充電が完了すると、連続音やショックボタン点灯ととも

に、『ショックボタンを押してください』などの音声メッ

セージが流れます。

充電が完了したら、『ショックを行います！みなさん離

れてください！』と注意を呼びかけ、誰も傷病者に触れ

ていないことを確認して、ショックボタンを押します。

電気ショックが加わると、傷病者に強い電気が流れ、傷

病者の体が一瞬ビクッとけいれんしたように動きます。
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また、『ショックは不要です』などの音声メッセージが

流れた場合には、ただちに胸骨圧迫を再開してください。
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第5章　一次救命処置 (AEDの使用手順）
4. 心肺蘇生法の再開

電気ショックのあとは、ただちに胸骨圧迫から心肺蘇生

を再開します。

電気ショックが終わると、『ただちに胸骨圧迫を開始し

てください』などの音声メッセージが流れますので、こ

れに従って胸骨圧迫を始めてください。

AED は２分おきに心電図解析を自動的に始めますので、

そのつど、音声メッセージに従い傷病者から手を離し、

その後も心肺蘇生とAED の手順を繰り返します。

救急隊員などの熟練した救助者に傷病者を引き継ぐまで

は、心肺蘇生とAED の手順を繰り返し行ってください。
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AED の機種によっては、今日ご紹介した手順と異なる

音声メッセージが流れるものもあります。その場合は、

その機種のメッセージに従って行動してください。
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